
二
〇
二
一
〇
四
二
六
号 

№
一
一
三
号 

・

              

▽
よ
う
や
く
春
が
巡
っ
て
き
た
道
南
で
す
が
、

網
走
の
方
で
は
、
な
ご
り
雪
な
ら
ぬ
雪
模
様
で

大
変
の
よ
う
で
す
。
大
変
と
言
え
ば
コ
ロ
ナ
感

染
の
拡
大
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
ど
の
様
に
な

る
の
か
、
ま
っ
た
く
先
が
見
通
す
事
が
出
来
ま

せ
ん
ね
。
何
か
し
ら
感
染
対
策
も
危
機
感
が
薄

れ
て
、
国
の
対
応
策
の
遅
れ
が
原
因
み
た
い
な

責
任
転
換
に
し
て
、
個
人
の
問
題
を
す
り
替
え

て
居
る
感
が
し
ま
す
。
遣
っ
て
は
い
け
な
い
事
、

遣
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
を
引
き
続
き
行

い
、
砕
石
特
に
道
南
の
我
々
の
会
員
か
ら
出
な

い
様
に
日
々
注
意
し
て
行
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
ね
。
▽
皆
さ
ん
マ
ス
ク
し
て
ま
す
か
。

手
洗
い
、
消
毒
し
て
ま
す
か
。
な
に
そ
ん
な
も

の
等
と
言
わ
ず
に
実
行
し
ま
し
ょ
う
。 

▽
ど
こ
に
行
っ
て
も
直
ぐ
マ
ス
ク
を
付
け
る

事
を
忘
れ
が
ち
な
私
で
す
か
ら
、
ポ
ケ
ッ
ト
と

い
う
ポ
ケ
ッ
ト
に
マ
ス
ク
を
入
れ
て
何
時
の

マ
ス
ク
な
の
か
ま
っ
た
く
ホ
ン
ズ
の
な
い 

今
日
こ
の
頃
で
す
。 

 

一社)
日
砕
協
北
海
道
地
方
本
部
・ 

 
 

 
 

北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会 

 

①
令
和
3
年
度
第
一
回
理
事
会
開
催 

4
月
21
日(

水)

札
幌
東
急R

E
I

ホ
テ
ル 

14
時
か
ら
正
副
本
部
長
、
副
会
長
会
議 

15
時
30
分
か
ら
道
本
部
・
連
合
会
理
事
会 

17
時
30
分
か
ら
合
同
懇
親
会 

の
日
程
で
実
施
し
ま
し
た
。
協
議
内
容
は 

⑴
一
社
日
本
砕
石
協
会
理
事
会
報
告 

⑵
令
和
三
年
度
行
事
予
定
等
に
つ
い
て 

⑶
令
和
三
年
度
通
常
総
会
に
つ
い
て 

・
総
会
の
運
営 

・
総
会
議
案
書(

案) 

 

令
和
二
年
度
事
業
報
告
書
及
び
決
算 

 
令
和
三
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算 

 

役
員
改
選 

⑷
そ
の
他 

 

砕
石
基
礎
統
計
・
令
和
三
年
四
月 

 

第
13
時
労
働
災
害
削
減
運
動
方
針 

 

割
石
に
係
る
は
い
立
経
費
に
つ
い
て
の 

実
態
調
査
結
果
に
つ
い
て 

総
会
日
時
は
、
五
月
二
六
日(
水) 

北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会
総
会
15
時
～ 

一
社
日
本
砕
石
協
会
北
海
道
地
方
本
部
16
時 

以
上
の
日
程
で
行
う
予
定
で
す
。 

会
場
は
、
札
幌
東
急R

E
I

ホ
テ
ル
で
す
。 

懇
親
会
は
有
り
ま
せ
ん
が
持
ち
帰
り
品
で 

対
応
い
た
し
ま
す
。 

 
 ②

事
務
局
体
制
の
変
更 

一
社
日
本
砕
石
協
会
は
、
本
部
専
務
理
事
を 

入
替
で
新
し
い
人
選
を
致
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
事
務
局
体
制
も
4
名
体
制
か
ら 

3
名
体
制
に
し
、
本
部
事
務
所
を
五
反
田 

か
ら
神
田
方
面
に
移
転
す
る
計
画
で
す
。 

 

北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会
は
、
現
在
の 

安
室
事
務
局
長
の
希
望
退
職
に
よ
り
新
し
く 

事
務
局
長
を
置
き
、
2
名
体
制
で
全
般
事
務

を
行
う
予
定
で
す
。
新
し
い
事
務
局
長
は
林

野
庁
出
身
で
様
々
な
経
験
経
歴
を
お
持
ち
の

様
で
名
前
は
、
牧
野
氏
で
あ
り
、
五
月
か
ら 

着
任
予
定
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

安
室
事
務
局
長
に
は
、
函
館
支
部
と
し
て

は
大
変
に
お
世
話
に
成
り
ま
し
た
。
様
々
な

面
に
於
い
て
決
し
て
表
に
出
る
事
な
く
淡
々

と
指
導
し
て
下
さ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 

以
上
総
会
後
に
詳
細
ご
報
告
出
来
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

③
そ
の
他 

道
南
地
区
か
ら
全
道
会
員
に
問
い
合
わ
せ
て

頂
き
ま
し
た
割
石
検
収
の
内
容
結
果
が
出
ま

し
た
が
、
一
部
地
区
を
除
き
、
予
想
通
り
の

結
果
で
し
た
。
資
料
は
支
部
に
有
り
ま
す
の

で
ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
函
館
支
部
と
し
て
全
道
支
部
長
に
理

事
会
の
際
ご
協
力
し
て
下
さ
っ
た
事
に
お
礼

を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
、
こ
の
結
果
を
受
け
て

経
済
調
査
会
に
調
査
依
頼
を
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
大
き
く
は
採
掘
現
場
で

の
検
収
と
港
或
い
は
、
現
場
で
の
検
収
単
価

の
違
い
が
有
り
ま
す
。 

 
 

         

   

道
南
地
区
砕
石
協
同
組
合
・
協
会 

①
理
事
会
開
催 

4
月
12
日
に
開
催
致
し
ま
し
た
。 

議
案
は
、 

一
社
日
本
砕
石
協
会
北
海
道
地
方
本
部 

函
館
支
部
及
び
道
南
地
区
砕
石
協
同
組
合 

⑴
令
和
２
年
度
の
決
算
見
込
み
に
つ
い
て 

⑵
令
和
３
年
度
収
支
予
算
案
及
び
事
業
計
画 

に
つ
い
て
協
議
致
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
総
会
開
催
の
是
非
に
つ
い
て
凝
議
し 

た
結
果
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
い
ま
だ
収
束 

し
て
い
な
い
状
況
と
此
処
に
き
て
感
染
拡
大 

が
見
え
て
来
て
い
る
状
況
、
更
に
は
各
団
体 

動
向
を
鑑
み
書
面
決
議
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す 

そ
の
他
必
要
事
項
や
ご
提
案
等
が
有
れ
ば 

随
時
、
事
務
局
の
方
に
ご
連
絡
頂
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

昨
年
に
引
き
続
き
書
面
決
議
で
の
決
済
と

な
り
ま
す
が
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
社
会

情
勢
の
中
に
あ
っ
て
、
安
心
安
全
な
作
業
体

制
か
ら
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
必
要
不
可
欠
な
砕

石
の
提
供
を
働
き
方
改
革
の
下
、
地
球
環
境

保
全
も
視
野
に
入
れ
た
組
合
・
協
会
の
方
向

性
に
沿
っ
た
中
で
進
め
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 
 事

務
局
よ
り 

去
る
、
四
月
二
十
二
日
午
前
七
時 

下
海
岸
砂
利
工
業
取
締
役
会
長
の
奥
様 

同
社
代
表
取
締
役
社
長
・
専
務
取
締
役
の 

御
母
堂
様
の
高
木
ヨ
キ
子
さ
ま
が
ご
永
眠
さ

れ
ま
し
た
。 

会
員
一
同
心
よ
り
ご
冥
福
を
申
し
上
げ
る 

次
第
で
す
。 

合
掌 


